
 

令和３年度第１回四街道市みどりの基本計画推進委員会 会議次第 

 

               

日時 令和４年２月１０日（木） 

１５時～１７時 

                 場所 保健センター大会議室  

    

 

第 ２ 会 議 室 

１ 開会 

 

２ 部長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 事務局紹介 

 

５ 委員長挨拶 

 

６ 議題  

 

 

(1) みどりの基本計画 長期行動計画の進捗状況について 

 

(2) 栗山みどりの保全事業について 

 

(3) 各市民団体からの報告 

 

(4) その他 

 

 

７ 閉会 
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１.長期行動計画について 
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１.長期行動計画について 

（１）これまでの取り組みと長期行動計画について 

 本市では、みどりの未来像である「みどりの豊かさを誇れる自然環境と都市機能が共生

するまち」の実現に向け策定した、四街道市みどりの基本計画に基づき、四街道市みどり

の基本計画行動計画を策定し、平成１８年度から平成２２年度までを短期、平成２３年度

から平成２７年度を中期とし、市内の緑化推進のための施策を行ってきました。施策の実

行に当たっては、みどりに関する活動団体と市関係課で構成する四街道市みどりの基本計

画推進委員会を立ち上げ、市民と協働し施策を進めてきました。 

今後は、平成２８年度から平成３７年度の１０年間を長期として、本長期行動計画を策

定し、市民の皆様と協働で更なる市内の緑化推進に取り組んで行きます。 

 

（２）計画期間 

 本行動計画は、平成１８年度から平成３７年度のみどりの基本計画のうち、長期にあた

る平成２８年度から平成３７年度とします。 

 

（３）計画の位置づけ 

 四街道市みどりの基本計画行動計画のうち、長期の取組みについて見直しを行い詳細な

取組みを策定し円滑に実行できるようにするためのものとする。 

 

  



2.施策の取組み内容 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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２.施策の取組み内容 

 

基本方針：みどりを守ります。 

ⅰ 農地の保全と活用 

（短中期での取組み） 

栗山みどりの保全事業を開始し、たろやまの郷の保全を開始した。 

  環境行政推進事業の一環として、旭ヶ丘地区の休耕田を借り上げホタル自生地の保全

を行った。 

 

（長期での取組み） 

①谷津田と一体となった樹林地・農地の保全 

 1）谷津田の有効な保全及び生物生育環境策の検討 

  ◎たろやまの郷において動植物調査を行い、生物多様性に配慮した保全を行いま

す。（都市計画課） 

  ◎ホタル自生地を継続して借り上げ、保全を行います。（環境政策課） 

      ※関連する施策・・・谷津田の有効な保全及び生物生育環境の検討 

 2）隣接市と調整・連携した保全方策の検討 

  ・既存の保全地を生かした隣接市との保全方策を検討し、協働を行います。 

（都市計画課） 

 3）千葉県里山条例に登録している団体の仲立ち方法の検討 

  ・現在適用を受けている団体及び新規に受ける団体の仲立ちを行います。 

（産業振興課） 

  4）市街化調整区域に残るまとまった農地の保全の検討 

    ・農業振興区域の整備に関する法律により、農地指定を継続します。（産業振興課） 

 

  ②生産緑地地区の保全 

   1）継続していくための保全策の検討 

    ・都市内緑地として多機能な緑となっているため、今後も継続した保全に努める。 

    （都市計画課） 

 

  ③市民農園の拡充 

   1）拡充の検討 

・市民農園の利用率の向上をするための啓発活動を行います。（産業振興課） 

  



2.施策の取組み内容 

 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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ⅱ 社寺等の貴重なみどりの保全 

（短中期での取組み） 

   保存樹林、保存樹木に補助金を出し保全を行った。 

 

（長期での取組み） 

  ①保存樹林、保存樹木の保全 

   1）良好な樹林地や屋敷林等、巨木、古木等で樹形の優れた樹木の保全 

    ・保存樹林、保存樹木の指定を継続し、保全を行います。（産業振興課） 

 

 

 

ⅲ 河川等の保全と活用 

（短中期での取組み） 

  調整池及び水路用地の草刈りを実施し、景観の保持に努めた。 

  千代田調整池について水質を調査し、維持保全を行った。 

 

（長期での取組み） 

 ①生態系に配慮した水辺の保全と活用 

  1）潤いをもたらす水辺空間の再生方法の検討 

◎たろやまの郷において動植物調査を行い、生物多様性に配慮した保全を行います。

（都市計画課） 

   ◎ホタル自生地を継続して借り上げ、保全を行います。（環境政策課） 

      ※関連する施策・・・谷津田の有効な保全及び生物生育環境策の検討 

 

 ②河川環境等の保全推進 

  1）河川や調整池の良好な水辺環境の維持・保全及び維持・保全策の検討 

   ・河川水質調査及び自然環境調査を行います。（環境政策課） 

   ・自然環境調査の結果をもとに河川の管理及び改修時の水辺の再生方法について検

討します。（下水道課） 

 

 ③自然環境と調和した河川整備 

  1）良好な河川景観の形成方法の検討 

   ・適宜、草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めます。 

（道路管理課・下水道課・都市計画課） 

      ※関連する施策・・・美しが丘などの調整池の保全・緑化方策 

 

  



2.施策の取組み内容 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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基本方針：みどりを創ります 

ⅰ 公共公益施設の緑化推進 

（短中期での取組み） 

各公共公益施設や、駅前広場において、草花植栽や夏季のみどりのカーテンを実施

した。 

   都市計画道路３・４・２０物井１号線において植栽整備を行った。 

   松並木通りのマツに松枯防止剤を注入し松の保全を行った。 

 

（長期での取組み） 

  ①公共公益施設の緑化 

   1）草花植栽、屋上緑化、壁面緑化等の敷地内緑化の取組み 

    ・花壇やプランターを利用し、草花植栽を実施します。（各施設管理担当課） 

    ・夏季において、みどりのカーテンを行います。（各施設管理担当課） 

   2）施設の建設や改修時での周辺景観や環境と調和するルールづくり 

    ・施設管理者と協議を行い、周辺の景観や環境と調和した設計を行います。 

    （建築課・教育総務課） 

 

  ②道路、学校などの緑化 

   1）目的や地域性を考慮した街路樹の樹種の選定 

・管理及び病害虫に配慮した樹木を選定します。（道路管理課） 

   2）主要幹線道路などでは緑量感のある植栽を検討します。 

    ・管理及び病害虫に配慮した樹木を選定します。（道路管理課） 

   3）松並木通りのマツなどの保全 

    ◎松並木通りの植樹帯について千葉県と協定を結び、花壇植栽を年２回実施しま

す。（道路管理課） 

    ・松枯防止剤を４年に１度注入しマツを保全します。（管財課） 

   4）ランドマークとなる緑の選定と景観向上の取り組み 

    ・四街道地名発祥地の十字路の保存樹木、千代田の主要地方道千葉臼井印西線の

街路樹などのランドマークとなる緑としての保全方策を検討します。 

（産業振興課） 

   5）都市計画道路の街路樹の景観形成及び沿道環境の向上方策の検討 

    ◎ごみゼロ運動時、市民と連携しながら清掃活動を行っていきます。 

     （道路管理課） 

    ・現在植栽されている樹木の管理を適切に実施し、連続性を確保した景観形成を

図ります。（道路管理課） 

   6）小中学校等に難燃性の高い高木の緑化推進 

    ・ほとんどの学校の周辺には、既に樹木があり、今後は、既存の樹木を適切に管



2.施策の取組み内容 

 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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理していきます。（教育総務課） 

  ③駅前広場などの緑化 

   1）草花植栽 

    ・駅前広場内の花壇植栽を年２回実施します。（道路管理課） 

 

 

 

ⅱ 民有地の緑化 

（短中期の取組み） 

   地区計画による緑化の推進を行った。 

   生垣設置補助事業を行い、生垣の設置を支援した。 

（長期の取組み） 

  ①住宅地の緑化 

   1）地区計画制度等の活用 

    ・地区計画や緑化協定の継続により、住宅地の緑化推進を行っていきます。 

（都市計画課） 

 

 

 

ⅲ 都市公園等の整備再整備 

（短中期での取組み） 

   街区公園 22箇所、都市緑地 2箇所を供用開始した。 

   公園リニューアル制度に基づき 17箇所の再整備を行った。 

（長期の取組み） 

  ①拠点となる公園などの整備 

   1）街区公園、都市緑地の整備 

    ・新規の公園整備について検討し、整備にあたっては個性や特色のある公園づく

りに努めます。（都市計画課） 

    ◎四街道総合公園において、カタクリ等の草花の保全に努めます。（都市計画課） 

   2）既存公園や児童遊園の維持管理方法の検討 

    ◎樹木の剪定や伐採について、地元自治会と調整を行い、維持管理に努めます。 

（都市計画課・こども保育課） 

  



2.施策の取組み内容 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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  ②自然と触れ合う場の創出 

   1）美しが丘などの調整池の保全・緑化方策 

    ・定期的に草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めます。 

（下水道課・都市計画課） 

      ※関連する施策・・・良好な河川景観の形成方法の検討 

   2）市民の森の創出 

    ・既存市民の森の保全に努めます。（都市計画課） 

   3）環境観察モデル地区の指定 

    ・里山などの自然環境の場を観察できる環境観察モデル地区の指定を検討します。

（環境政策課） 

      ※関連する施策・・・環境学習施設の整備の検討 

   4）自然、史跡や有形文化財の散歩道のモデルコースの検討 

    ・物井特定土地区画整理事業第６号公園（仮称）の整備を行います。（社会教育課） 

   5）大土手山の維持管理 

    ・大土手山の維持管理を行います。年 1 回の草刈りを実施し状況を判断したうえ

での樹木の消毒及び樹木剪定を行い景観の保全を行います。（管財課） 

 

ⅳ みどりのネットワーク形成 

（短中期の取組み） 

   都市計画道路 3・4・20 物井１号線の整備において植栽帯に低木（一部に高木）

を配置し緑化を行った。また、樹木は、沿道住民や道路管理者の意見を取り入

れ選定しました。 

（長期の取組み） 

  ①水とみどりの軸の整備 

   1）ネットワーク化の整備 

    ・緑の拠点をつなぐ遊歩道・サイクリングロードの整備を検討します。 

（都市計画課・道路管理課） 

  ②みどりの道路軸の整備 

   1）植樹帯や植樹枡の設置等による歩道部の緑化推進 

    ・歩道部の既存植樹帯や植樹枡の維持管理を行います。（道路管理課） 

    ・都市計画道路の整備にあたっては、植樹帯や植樹枡の設置を検討します。 

     （道路建設課） 

   2）街路樹の選定方法、管理方法 

    ◎街路樹管理は、区・自治会の要望を考慮し剪定します。（道路管理課） 

   3）環境に配慮した舗装の推進 

    ・歩道の透水性舗装の推進に努めます。（道路管理課・道路建設課） 



2.施策の取組み内容 

 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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基本方針：みどりを育みます 

ⅰ みどりの意識向上と普及活動 

（短中期での取組み） 

都市緑化月間に合わせて緑化フェアを開催し、啓発活動を行った。 

みんなで地域づくり事業提案制度（以下コラボ四街道）を活用し、市民活動団体と

協働して里山保全や緑地の整備を行った。 

(長期での取組み) 

  ①みどりの意識向上と普及活動 

   1）市民参加型のみどりに関する講座などのイベントの開催 

    ・都市緑化月間に合わせ、市民活動団体と協働してイベントを開催します。 

（都市計画課） 

  ②みどりに関する総合学習の推進 

   1）学校や地域が連携した自然環境教育の検討 

    ・小中学校において地域や市民活動団体と協働し、自然環境教育を実施します。 

     （指導課） 

  ③環境学習施設の整備の検討 

   1）環境観察モデル地区の指定 

    ・里山などの自然環境の場を観察できる環境観察モデル地区の指定を検討します。

（環境政策課） 

      ※関連する施策・・・環境観察モデル地区の指定 

  ④自然環境調査の実施 

   1）動植物などの生態把握、保護方策の検討 

    ・自然環境調査を実施し、市内の動植物の生態把握を行います。（環境政策課） 

  ⑤市民参加による公園づくり 

   1）市民参加の実施方策の検討 

    ◎地元自治会と連携し、個性ある公園づくりを行います。（都市計画課） 

  ⑥みどりのリサイクルの推進 

   1）剪定枝、落葉や丸太等の活用 

・公園等で発生した落ち葉や刈り草は、腐葉土として再利用します。また、希望

者へ配布を行います。（都市計画課） 

  



2.施策の取組み内容 

◎・・・市民協働で実施する施策 
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ⅱ 緑化に関する市民活動との連携 

（短中期の取組み） 

松並木通りについて、千葉県、四街道市、民間企業の３者でアダプトプログラムに

よる清掃を実施した。 

コラボ四街道を利用し、市民団体と連携を行った。 

（長期の取組み） 

   ①花と緑の基金の活用 

    1）効果的な活用方法の検討 

     ・栗山みどりの保全事業、市民の森維持管理等の緑化推進事業に活用し、効果

的な活用を行います。（都市計画課） 

   ②みどりに関する活動団体などの支援体制の検討 

    1）支援体制の仕組みづくりの検討 

     ◎みんなで地域づくりセンターを活用し活動団体の支援方法を検討します。 

（都市計画課） 

    2）企業、団体、学校などに対するみどりの保全活動等への参加要請方法の検討 

     ◎みどりに関する活動団体と連携し、児童生徒のみどりの保全活動の推進を図

ります。（指導課） 

    3）市民と行政によるアダプトプログラムの実施の検討 

     ・松並木通り（消防署前交差点～大日五差路）について、千葉県、四街道市、

民間企業の３者でアダプトプログラムによる清掃を行います。（道路管理課） 

   ③みどりに関する情報提供の検討 

    1）みどりの基本計画及び行動計画の周知 

     ・ホームページ等を活用し、みどりの基本計画及び行動計画を周知します。ま

た、緑化に関するイベントを開催し周知を図ります。（都市計画課） 

   ④みどりに親しむ活動の機会や場の提供の検討 

    1）講座の開催 

     ◎たろやまの郷において、稲作体験や自然観察会を行う。（都市計画課） 

    2）緑化推進に取り組む体制づくりと活動内容 

     ◎栗山みどりの保全事業を実施するために設立した、栗山みどりの保全事業実

行委員会と市で協働し、たろやまの郷の保全に取り組みます。（都市計画課） 

 

 



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

H29 生き物調査報告書が平成30年1月に発行されました。

H30
生き物調査の結果に基づき生物多様性に配慮しながら保全活動を行い
ました。

R01 生き物調査報告書が令和元年8月に発行されました。

R02
生き物調査の結果に基づき生物多様性に配慮しながら保全活動を行い
ました。

H29 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

H30 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

R01 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

R02 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

H29 進捗なし

H30 進捗なし

R01 進捗なし

R02 進捗なし

1）谷津田の有効
な保全及び生物生
育環境策の検討

2）隣接市と調
整・連携した保全
方策の検討

既存の保全地を生かし
た隣接市との保全方策
を検討し、協働を行い
ます。

1）谷津田の有効
な保全及び生物生
育環境策の検討

ホタル自生地を継続し
て借り上げ、保全を行
います。

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）

都市計画課

環境政策課

施策の内容

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

都市計画課

たろやまの郷において
動植物調査を行い、生
物多様性に配慮した保
全を行います。

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

基本方針：みどりを守ります

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

みどりを守ります
1 / 5 ページ



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）

施策の内容

基本方針：みどりを守ります

H29 新規の登録はありませんでしたが、必要に応じ仲立ちを行います。

H30 新規の登録はありませんでしたが、必要に応じ仲立ちを行います。

R01 新規の登録はありませんでしたが、必要に応じ仲立ちを行います。

R02
既に適用を受けている１件の団体の認定期間延長に伴う変更認定申請
について、県からの意見照会への回答や現地調査を行いました。

H29
農業振興地域整備計画に基づき農地指定を継続し、農地の保全を図り
ました。

H30
農業振興地域整備計画に基づき農地指定を継続し、農地の保全を図り
ました。

R01
農業振興地域整備計画に基づき農地指定を継続するとともに、必要に
応じて農用地区域の除外手続きを行いました。
除外面積：約0.20ha

R02

農業振興地域整備計画に基づき農地指定を継続するとともに、必要に
応じて農用地区域の除外手続き、用途変更手続きを行いました。
除外面積：約１.39ha　　R02年度用途変更面積：約0.97ha

H29 生産緑地に指定されている74地区において、緑の保全に努めました。

H30 生産緑地に指定されている73地区において、緑の保全に努めました。

R01 生産緑地に指定されている73地区において、緑の保全に努めました。

R02
生産緑地に指定されている71地区において、緑の保全に努めました。
四街道市生産緑地地区の区域の規模に関する条例を制定し、面積要件を300
㎡以上としました。

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

4）市街化調整区
域に残るまとまっ
た農地の保全の検
討

ⅰ農地の保全と活用

②生産緑地地区の保
全

3）千葉県里山条
例に登録している
団体の仲立ち方法
の検討

現在適用を受けている
団体及び新規に受ける
団体の仲立ちを行いま
す。

都市内緑地として多機
能な緑となっているた
め、今後も継続した保
全に努める。

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

都市計画課

農業振興区域の整備に
関する法律により、農
地指定を継続します。

産業振興課

産業振興課

1）継続していく
ための保全策の検
討

みどりを守ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）

施策の内容

基本方針：みどりを守ります

H29
市政だより、ホームページで利用者の募集を行いました。
利用者数：219名

H30
市政だより、ホームページで利用者の募集を行いました。
利用者数：199名

R01
市政だより、ホームページで利用者の募集を行いました。
利用者数：190名

R02
市政だより、ホームページで利用者の募集を行いました。
利用者数：178名

H29
保存樹林、保存樹木の指定を継続し、保全を図りました。
保存樹林、保存樹木：樹林8か所、樹木39本

H30
保存樹林、保存樹木の指定を継続し、保全を図りました。
保存樹林、保存樹木：樹林8か所、樹木39本

R01
保存樹林、保存樹木の指定を継続し、保全を図りました。
保存樹林、保存樹木：樹林8か所、樹木39本

R02

保存樹林、保存樹木の指定を継続し、保全を図りました。
保存樹林、保存樹木：樹林8か所、樹木37本
※台風による倒木のため2本の保存樹木の指定を解除しました。

H29 生き物調査報告書が平成30年1月に発行されました。

H30
生き物調査の結果に基づき生物多様性に配慮しながら保全活動を行い
ました。

R01 生き物調査報告書が令和元年8月に発行されました。

R02
生き物調査の結果に基づき生物多様性に配慮しながら保全活動を行い
ました。

産業振興課

1）拡充の検討
市民農園の利用率を向
上するための啓発活動
を行います。

産業振興課
ⅰ農地の保全と活用

③市民農園の拡充

ⅲ河川等の保全と活
用

①生態系に配慮した
水辺の保全と活用

1）潤いをもたら
す水辺空間の再生
方法の検討

たろやまの郷において
動植物調査を行い、生
物多様性に配慮した保
全を行います。

ⅱ社寺等の貴重なみ
どりの保全

①保存樹林、保存樹
木の保全

1）良好な樹林地
や屋敷林等、巨
木、古木等で樹形
の優れた樹木の保
全

保存樹林、保存樹木の
指定を継続し、保全を
行います。

都市計画課

みどりを守ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）

施策の内容

基本方針：みどりを守ります

H29 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

H30 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

R01 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

R02 ホタル自生地を継続して借り上げ、保全に努めました。

H29
市内４河川で河川水質調査を実施しており、BOD75％値（代表的な水
質基準）は、４河川の上流・下流とも環境基準に適合しています。自
然環境調査は、その実施について検討しているところです。

H30
市内４河川で河川水質調査を実施しており、BOD75％値（代表的な水
質基準）は、４河川の上流・下流とも環境基準に適合しています。自
然環境調査は、その実施について検討しているところです。

R01
市内４河川で河川水質調査を実施しており、BOD75％値（代表的な水
質基準）は、４河川の上流・下流とも環境基準に適合しています。自
然環境調査は、その実施について検討しているところです。

R02
市内４河川で河川水質調査を実施しており、BOD75％値（代表的な水
質基準）は、４河川の上流・下流とも環境基準に適合しています。自
然環境調査は、その実施について検討しているところです。

H29 進捗なし

H30 進捗なし

R01 進捗なし

R02 進捗なし

ⅲ河川等の保全と活
用

①生態系に配慮した
水辺の保全と活用

1）潤いをもたら
す水辺空間の再生
方法の検討

ⅲ河川等の保全と活
用

②河川環境等の保全
推進

1）河川や調整池
の良好な水辺環境
の維持・保全及び
維持・保全策の検
討

自然環境調査の結果を
もとに河川の管理及び
改修時の水辺の再生方
法について検討しま
す。

下水道課

ホタル自生地を継続し
て借り上げ、保全を行
います。

環境政策課

ⅲ河川等の保全と活
用

②河川環境等の保全
推進

1）河川や調整池
の良好な水辺環境
の維持・保全及び
維持・保全策の検
討

河川水質調査及び自然
環境調査を行います。

環境政策課

みどりを守ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）

施策の内容

基本方針：みどりを守ります

H29 年間一回以上草刈を実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

H30 年間一回以上草刈を実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

R01 年間一回以上草刈を実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

R02 年間一回以上草刈を実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

ⅲ河川等の保全と活
用

③自然環境と調和し
た河川整備

1）良好な河川景
観の形成方法の検
討

適宜草刈りを実施し、
河川及び調整池の保全
に努めます。

下水道課

みどりを守ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

H29 既存の植栽を維持管理しました。

H30
既存の植栽を維持管理しつつ、夏季は本庁舎において緑のカーテンを
実施しました。

R01 既存の植栽を維持管理しました。

R02 既存の植栽を維持管理しました。

H29
周辺の景観を損なうことのないよう、敷地内の緑地の維持管理に努め
ました。

H30
周辺の景観を損なうことのないよう、敷地内の緑地の維持管理に努め
ました。

R01
周辺の景観を損なうことのないよう、敷地内の緑地の維持管理に努め
ました。

R02
周辺の景観を損なうことのないよう、敷地内の緑地の維持管理に努め
ました。

H29
保健センター周辺の花壇において、従前から行っている草花植栽を継
続しました。剪定を年2回、除草を年3回行っています。

H30
保健センター周辺の花壇において、従前から行っている草花植栽を継
続しました。剪定を年2回、除草を年3回行っています。

R01
保健センター周辺の花壇において、従前から行っている草花植栽を継
続しました。剪定を年2回、除草を年3回行っています。

R02
保健センター周辺の花壇において、従前から行っている草花植栽を継
続しました。剪定を年2回、除草を年3回行っています。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

社会福祉課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

健康増進課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

管財課

みどりを創ります
1 / 10



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29
専門業者による樹木剪定を年1回行い、植栽の機能、効果を十分に発
揮できるよう維持管理しています。

H30
専門業者による樹木剪定を年1回行い、植栽の機能、効果を十分に発
揮できるよう維持管理しています。

R01
専門業者による樹木剪定を年1回行い、植栽の機能、効果を十分に発
揮できるよう維持管理しています。

R02
専門業者による樹木剪定を年1回行い、植栽の機能、効果を十分に発
揮できるよう維持管理しています。

H29
第2庁舎前花壇に年間を通じて花を植えました。
（マリーゴールド、ビオラ、パンジー）

H30
第2庁舎前花壇に年間を通じて花を植えました。
（マリーゴールド、ビオラ）

R01
第2庁舎前花壇に年間を通じて花を植えました。
（マリーゴールド、パンジー）

R02
第2庁舎前花壇に年間を通じて花を植えました。
（マリーゴールド、パンジー）

H29 各公民館の花壇植栽等を実施しました。

H30 各公民館の花壇植栽等を実施しました。

R01 各公民館の花壇植栽等を実施しました。

R02 各公民館の花壇植栽等を実施しました。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

社会教育課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

経営業務課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

教育総務課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29 1件（和良比小こどもルーム建設）

H30 1件（大日小こどもルーム建設）

R01 2件（消防団第2分団建設、文化センター改修）

R02 1件（第二福祉作業所改修）

H29
街路樹の選定を要するような道路整備はありませんでしたが、必要に
応じて適切な樹木の選定を行います。

H30
街路樹の選定を要するような道路整備はありませんでしたが、必要に
応じて適切な樹木の選定を行います。

R01
街路樹の選定を要するような道路整備はありませんでしたが、必要に
応じて適切な樹木の選定を行います。

R02
街路樹の選定を要するような道路整備はありませんでしたが、必要に
応じて適切な樹木の選定を行います。

H29
松並木通りの植樹帯について、千葉県との協定に基づき花壇植栽を年
2回行いました。

H30
松並木通りの植樹帯について、千葉県との協定に基づき花壇植栽を年
2回行いました。

R01
松並木通りの植樹帯について、千葉県との協定に基づき花壇植栽を年
2回行いました。

R02
松並木通りの植樹帯について、千葉県との協定に基づき花壇植栽を年
2回行いました。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

1）目的や地域性
を考慮した街路樹
の樹種の選定
2）主要幹線道路
などでは緑量感の
ある植栽を検討し
ます。

管理及び病害虫に配慮
した樹木を選定しま
す。

2）施設の建設や
改修時での周辺景
観や環境と調和す
るルールづくり

施設管理者と協議を行
い、周辺の景観や環境
と調和した設計を行い
ます。

管財課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

3）松並木通りの
マツなどの保全

松並木通りの植樹帯に
ついて千葉県と協定を
結び、花壇植栽を年2回
実施します。

土木課

土木課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29 マツ63本に松枯防止剤を樹幹注入しました。

H30 マツの枯れ枝の剪定を行い保全しました。

R01 マツの枯れ枝の剪定を行い保全しました。

R02 マツの枯れ枝の剪定を行い保全しました。

H29
四街道地名発祥地の十字路の樹木について保存樹木指定を継続し、保
全を図りました。

H30
四街道地名発祥地の十字路の樹木について保存樹木指定を継続し、保
全を図りました。

R01
四街道地名発祥地の十字路の樹木について保存樹木指定を継続し、保
全を図りました。

R02
四街道地名発祥地の十字路の樹木について保存樹木指定を継続し、保
全を図りました。

H29
ごみゼロ運動により市民と連携して清掃活動を行いました。
既存街路樹の剪定等を年2回行い保全に努めました。

H30
ごみゼロ運動により市民と連携して清掃活動を行いました。
既存街路樹の剪定等を年2回行い保全に努めました。

R01
ごみゼロ運動により市民と連携して清掃活動を行いました。
既存街路樹の剪定等を年2回行い保全に努めました。

R02
ごみゼロ運動は中止となりましたが、既存街路樹の剪定等を年2回行
い保全に努めました。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

3）松並木通りの
マツなどの保全

松枯防止剤を4年に1度
注入しマツを保全しま
す。

管財課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

4）ランドマーク
となる緑の選定と
景観向上の取り組
み

四街道地名発祥地の十
字路の保存樹木、千代
田の主要地方道千葉臼
井印西線の街路樹など
のランドマークとなる
緑としての保全方策を
検討します。

産業振興課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

5）都市計画道路
の街路樹の景観形
成及び沿道環境の
向上方策の検討

ごみゼロ運動時、市民
と連携しながら清掃活
動を行っていきます。

土木課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29
樹木の健康な生育及び景観保全のため、剪定を中心に管理を行いまし
た。委託件数：21件

H30
樹木の健康な生育及び景観保全のため、剪定を中心に管理を行いまし
た。委託件数：20件

R01
樹木の健康な生育及び景観保全のため、剪定を中心に管理を行い、ま
た、台風での倒木を処理しました。委託件数：21件

R02
樹木の健康な生育及び景観保全のため、剪定を行い、高木については
倒木の危険があるため伐採を行い管理しました。委託件数：24件

H29 駅前広場内の花壇植栽を年2回行いました。

H30 駅前広場内の花壇植栽を年2回行いました。

R01 駅前広場内の花壇植栽を年2回行いました。

R02 駅前広場内の花壇植栽を年2回行いました。

H29
地区計画による緑化の推進を行いました。
継続している緑化協定の件数：5件

H30
地区計画による緑化の推進を行いました。
継続している緑化協定の件数：5件

R01
地区計画による緑化の推進を行いました。
継続している緑化協定の件数：5件

R02
地区計画による緑化の推進を行いました。
継続している緑化協定の件数：5件

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

③駅前広場などの緑
化

1）草花植栽
駅前広場内の花壇植栽
を年2回実施します。

土木課

ⅱ民有地の緑化

①住宅地の緑化

１）地区計画制度
等の活用

地区計画や緑化協定の
継続により住宅地の緑
化推進を行っていきま
す。

都市計画課

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

6）小中学校等に
難燃性の高い高木
の緑化推進

ほとんどの学校の周辺
には、既に樹木があ
り、今後は、既存の樹
木を適切に管理してい
きます。

教育総務課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29
街区公園4か所、緑地9か所を供用開始しました。
総合公園において市民団体と協働でカタクリ等の草花の保全に努めま
した。

H30
街区公園1か所を供用開始しました。
総合公園において市民団体と協働でカタクリ等の草花の保全に努めま
した。

R01
街区公園2か所を供用開始しました。
総合公園において市民団体と協働でカタクリ等の草花の保全に努めま
した。

R02
公園緑地の整備はありませんでした。
総合公園において市民団体と協働でカタクリ等の草花の保全に努めま
した。

H29
必要に応じ地元自治会と調整しながら樹木の剪定、伐採を
行い、維持管理に努めました。

H30
必要に応じ地元自治会と調整しながら樹木の剪定、伐採を
行い、維持管理に努めました。

R01
必要に応じ地元自治会と調整しながら樹木の剪定、伐採を
行い、維持管理に努めました。

R02
必要に応じ地元自治会と調整しながら樹木の剪定、伐採を
行い、維持管理に努めました。

H29 定期的に草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

H30 定期的に草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

R01 定期的に草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

R02 定期的に草刈りを実施し、河川及び調整池の保全に努めました。

ⅲ都市公園等の整備
再整備

①拠点となる公園な
どの整備

2）既存公園や児
童遊園の維持管理
方法の検討

樹木の剪定や伐採につ
いて、地元自治会と調
整を行い、維持管理に
努めます。

都市計画課

ⅲ都市公園等の整備
再整備

①拠点となる公園な
どの整備

1）街区公園、都
市緑地の整備

新規の公園整備につい
て検討し、整備にあ
たっては個性や特色の
ある公園づくりに努め
ます。
四街道総合公園におい
て、カタクリ等の草花
の保全に努めます。

都市計画課

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

1）美しが丘など
の調整池の保全・
緑化方策

定期的に草刈りを実施
し、河川及び調整池の
保全に努めます。

下水道課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29
千代田調整池及び美しが丘近隣公園の草刈りを定期的に行い保全に努
めました。

H30
千代田調整池及び美しが丘近隣公園の草刈りを定期的に行い保全に努
めました。

R01
千代田調整池及び美しが丘近隣公園の草刈りを定期的に行い保全に努
めました。

R02
千代田調整池及び美しが丘近隣公園の草刈りを定期的に行い保全に努
めました。

H29
栗山市民の森、物井市民の森の清掃を年6回、草刈りを年2回行い、保
全に努めました。

H30
栗山市民の森、物井市民の森の清掃を年6回、草刈りを年2回行い、保
全に努めました。

R01
栗山市民の森、物井市民の森の清掃を年6回、草刈りを年2回行い、保
全に努めました。

R02
栗山市民の森、物井市民の森の清掃を年6回、草刈りを年2回行い、保
全に努めました。

H29
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

H30
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

R01
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

R02
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

1）美しが丘など
の調整池の保全・
緑化方策

定期的に草刈りを実施
し、河川及び調整池の
保全に努めます。

都市計画課

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

2）市民の森の創
出

既存市民の森の保全に
努めます。

都市計画課

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

3）環境観察モデ
ル地区の指定

里山などの自然環境の
場を観察できる環境観
察モデル地区の指定を
検討します。

環境政策課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29 30年3月17日にもねの里地区周辺を歩きました。

H30
30年4月1日に「四街道市歴史広場の設置及び管理に関する条例及び条例施行
規則」を制定し、古屋城跡広場（物井特定土地区画整理事業第6号公園）を設
置しました。31年3月2日に山梨地区周辺を歩きました。

R01
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止としました。
「古屋城跡広場」は、草刈等を実施し、管理しています。

R02
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から中止としました。
「古屋城跡広場」は、草刈等を実施し、管理しています。

H29
年に一度、夏季に草刈を行いました。
桜の木２本を伐採しました。

H30 年に一度、夏季に草刈を行いました。

R01
年に一度、夏季に草刈を行いました。
イロハモミジ３本、キンモクセイ２本の植樹を実施しました。

R02
年に一度、夏季に草刈を行いました。
桜の木２本の伐採および５本の剪定、サンゴジュ１２本の強
剪定を実施しました。

H29
新たな整備路線はありませんでしたが、今後必要に応じて検討しま
す。

H30
新たな整備路線はありませんでしたが、今後必要に応じて検討しま
す。

R01
新たな整備路線はありませんでしたが、今後必要に応じて検討しま
す。

R02
新たな整備路線はありませんでしたが、今後必要に応じて検討しま
す。

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

4）自然、史跡や
有形文化財の散歩
道のモデルコース
の検討

物井特定土地区画整理
事業第6号公園（仮称）
の整備を行います。

社会教育課

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

5）大土手山の維
持管理

大土手山の維持管理を
行います。年1回の草刈
りを実施し状況を判断
したうえでの樹木の消
毒及び樹木剪定を行い
景観の保全を行いま
す。

管財課

ⅳみどりのネット
ワーク形成

①水とみどりの軸の
整備

1）ネットワーク
化の整備

緑の拠点をつなぐ遊歩
道・サイクリングロー
ドの整備を検討しま
す。

都市計画課
土木課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29 歩道部の既存植樹帯の除草を年2回から3回行いました。

H30 歩道部の既存植樹帯の除草を年2回から3回行いました。

R01 歩道部の既存植樹帯の除草を年2回から3回行いました。

R02 歩道部の既存植樹帯の除草を年2回から3回行いました。

H29 街路樹管理において、区・自治会の要望を考慮し剪定しました。

H30 街路樹管理において、区・自治会の要望を考慮し剪定しました。

R01 街路樹管理において、区・自治会の要望を考慮し剪定しました。

R02 街路樹管理において、区・自治会の要望を考慮し剪定しました。

H29
新たな整備路線がありませんでしたが、今後必要に応じて推進に努め
ます。

H30
新たな整備路線がありませんでしたが、今後必要に応じて推進に努め
ます。

R01
新たな整備路線がありませんでしたが、今後必要に応じて推進に努め
ます。

R02
新たな整備路線がありませんでしたが、今後必要に応じて推進に努め
ます。

歩道の透水性舗装の推
進に努めます。

土木課

ⅳみどりのネット
ワーク形成

②みどりの道路軸の
整備

1）植樹帯や植樹
枡の設置等による
歩道部の緑化推進

歩道部の既存植樹帯や
植樹枡の維持管理を行
います。

土木課

ⅳみどりのネット
ワーク形成

②みどりの道路軸の
整備

2）街路樹の選定
方法、管理方法

街路樹管理は、区・自
治会の要望を考慮し剪
定します。

土木課

ⅳみどりのネット
ワーク形成

②みどりの道路軸の
整備

3）環境に配慮し
た舗装の推進

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

H29
3.3.1山梨臼井線における工事にて施工
Ａ＝3118.55㎡

H30
3.3.1山梨臼井線における工事にて施工
Ａ＝958.07㎡

R01
3.3.1山梨臼井線における工事にて施工
Ａ＝1311.27㎡

R02
3.3.1山梨臼井線における工事にて施工
Ａ＝664.22㎡

ⅳみどりのネット
ワーク形成

②みどりの道路軸の
整備

3）環境に配慮し
た舗装の推進

歩道の透水性舗装の推
進に努めます。

市街地整備課

みどりを創ります
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資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

H29
たろやまの郷において田植え体験、自然観察会を行いました。
参加者数⇒田植え54名、自然観察8名

H30
たろやまの郷において田植え体験、自然観察会を行いました。
参加者数⇒田植え61名、自然観察3名

R01
たろやまの郷において田植え体験を行いました。
参加者数⇒田植え107名

R02 新型コロナウイルスの影響により中止しました。

H29
市内各学校は、生活科、総合的な学習等をとおして、植物の成長や環境教育
を学ぶ活動（米作り、野菜の栽培等）、地域の自然環境について理解を深め
る活動（公園探検、町探検、自然観察会等）を実施しました。

H30
市内各学校は、生活科、総合的な学習等をとおして、植物の成長や環境教育
を学ぶ活動（米作り、野菜の栽培等）、地域の自然環境について理解を深め
る活動（公園探検、町探検、自然観察会等）を実施しました。

R01
市内各学校は、生活科、総合的な学習等をとおして、植物の成長や環境教育
を学ぶ活動（米作り、野菜の栽培等）、地域の自然環境について理解を深め
る活動（公園探検、町探検、自然観察会等）を実施しました。

R02
新型コロナウイルス感染症の影響で外部講師及び支援者と協働する回
数が減少しました。

H29
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

H30
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

R01
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

R02
環境観察モデル地区の指定について検討しています。なお、自然環境
を観察できる場として、ホタル自生地（旭ヶ丘地区）の借り上げを継
続して行っています。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

②みどりに関する総
合学習の推進

1）学校や地域が
連携した自然環境
教育の検討

小中学校において地域
や市民活動団体と協働
し、自然環境教育を実
施します。

指導課

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

③環境学習施設

1）環境観察モデ
ル地区の指定

里山などの自然環境の
場を観察できる環境観
察モデル地区の指定を
検討します。

環境政策課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

①みどりの意識向上
と普及活動

1）市民参加型の
みどりに関する講
座などのイベント
の開催

都市緑化月間に合わ
せ、市民活動団体と協
働してイベントを開催
します。

都市計画課

みどりを育みます
1 / 5



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

H29 自然環境調査の実施について、検討しているところです。

H30 自然環境調査の実施について、検討しているところです。

R01 自然環境調査の実施について、検討しているところです。

R02 自然環境調査の実施について、検討しているところです。

H29
指定管理者が実施する「公園清掃協力団体」制度の活用に
より、３３の区・自治会が公園の維持管理を行いました。

H30
指定管理者が実施する「公園清掃協力団体」制度の活用に
より、３１の区・自治会が公園の維持管理を行いました。

R01
指定管理者が実施する「公園清掃協力団体」制度の活用に
より、３１の区・自治会が公園の維持管理を行いました。

R02
指定管理者が実施する「公園清掃協力団体」制度の活用に
より、３０の区・自治会が公園の維持管理を行いました。

H29
公園で発生した剪定枝はチップ化し、園路に散布しています。
落ち葉については堆肥化し、市民に配布して再利用を図っています。

H30
公園で発生した剪定枝はチップ化し、園路に散布しています。
落ち葉については堆肥化し、市民に配布して再利用を図っています。

R01
公園で発生した剪定枝はチップ化し、園路に散布しています。
落ち葉については堆肥化し、市民に配布して再利用を図っています。

R02
公園で発生した剪定枝はチップ化し、園路に散布しています。
落ち葉については堆肥化し、市民に配布して再利用を図っています。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

⑥みどりのリサイク
ルの推進

1）剪定枝、落葉
や丸太等の活用

公園等で発生した落ち
葉や刈り草は、腐葉土
として再利用します。
また、希望者へ配布を
行います。

都市計画課

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

④自然環境調査の実
施

1）動植物などの
生態把握、保護方
策の検討

自然環境調査を実施
し、市内の動植物の生
態把握を行います。

環境政策課

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

⑤市民参加による公
園づくり

1）市民参加の実
施方策の検討

地元自治会と連携し、
個性ある公園づくりを
行います。

都市計画課

みどりを育みます
2 / 5



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

H29
緑化推進事業に充当し、たろやまの郷及び市民の森の維持管理
に活用しました。

H30
緑化推進事業に充当し、たろやまの郷及び市民の森の維持管理
に活用しました。

R01
緑化推進事業に充当し、たろやまの郷及び市民の森の維持管理
に活用しました。

R02
緑化推進事業に充当し、たろやまの郷及び市民の森の維持管理
に活用しました。

H29
活動団体へ必要に応じみんなで地域づくりセンターを紹介し、
活用を図りました。

H30
活動団体へ必要に応じみんなで地域づくりセンターを紹介し、
活用を図りました。

R01
活動団体へ必要に応じみんなで地域づくりセンターを紹介し、
活用を図りました。

R02
活動団体へ必要に応じみんなで地域づくりセンターを紹介し、
活用を図りました。

H29
市内児童生徒に、みどりの保全にかかわるポスター作成の依頼を行
い、緑化への意識向上と啓発を図りました。

H30
市内児童生徒に、みどりの保全にかかわるポスター作成の依頼を行
い、緑化への意識向上と啓発を図りました。

R01
市内児童生徒に、みどりの保全にかかわるポスター作成の依頼を行
い、緑化への意識向上と啓発を図りました。

R02
市内児童生徒に、みどりの保全にかかわるポスター作成の依頼を行
い、緑化への意識向上と啓発を図りました。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

1）支援体制の仕
組みづくりの検討

みんなで地域づくりセ
ンターを活用し活動団
体の支援方法を検討し
ます。

都市計画課

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

2）企業、団体、
学校などに対する
みどりの保全活動
等への参加要請方
法の検討

みどりに関する活動団
体と連携し、児童生徒
のみどりの保全活動の
推進を図ります。

指導課

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

①花と緑の基金の活
用

1）効果的な活用
方法の検討

栗山みどりの保全事
業、市民の森維持管理
等の緑化推進事業に活
用し、効果的な活用を
行います。

都市計画課

みどりを育みます
3 / 5



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

H29
県、民間企業、市の3者で締結した合意書に基づき、民間企業による
定期的な清掃が行われました。

H30
県、民間企業、市の3者で締結した合意書に基づき、民間企業による
定期的な清掃が行われました。

R01
県、民間企業、市の3者で締結した合意書に基づき、民間企業による
定期的な清掃が行われました。

R02
県、民間企業、市の3者で締結した合意書に基づき、民間企業による
定期的な清掃が行われました。

H29
みどりの基本計画についてはホームページで公開しています。緑化に
関するイベントについては市政だより及びホームページで周知を図っ
ています。

H30
みどりの基本計画についてはホームページで公開しています。緑化に
関するイベントについては市政だより及びホームページで周知を図っ
ています。

R01
みどりの基本計画についてはホームページで公開しています。緑化に
関するイベントについては市政だより及びホームページで周知を図っ
ています。

R02
みどりの基本計画についてはホームページで公開しています。緑化に
関するイベントについては市政だより及びホームページで周知を図っ
ています。

H29
稲作体験（田植え、稲刈り）及び自然観察会を行いました。
参加者数⇒田植え54名、稲刈り55名、自然観察8名

H30
稲作体験（田植え、稲刈り）及び自然観察会を行いました。
参加者数⇒田植え61名、稲刈り33名、自然観察3名

R01
稲作体験（田植え、稲刈り）を行いました。
参加者数⇒田植え104名、稲刈り53名

R02
稲作体験（稲刈り）及び自然観察会を行いました。
参加者数⇒稲刈り44名、自然観察16名
※田植え体験は新型コロナウイルスの影響により中止

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

④みどりに親しむ活
動の機会

1）講座の開催
たろやまの郷におい
て、稲作体験や自然観
察会を行います。

都市計画課

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

3）市民と行政に
よるアダプトプロ
グラムの実施の検
討

松並木通りについて、
千葉県、四街道市、民
間企業の3者でアダプト
プログラムによる清掃
を行います。

土木課

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

③みどりに関する情
報提供の検討

1）みどりの基本
計画及び行動計画
の周知

ホームページ等を活用
し、みどりの基本計画
及び行動計画を周知し
ます。また、緑化に関
するイベントを開催し
周知を図ります。

都市計画課

みどりを育みます
4 / 5



資料№２

具体的施策 年度 進捗状況 担当課

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

H29 たろやま会と市の協働で保全に取り組みました。

H30 たろやま会と市の協働で保全に取り組みました。

R01 たろやま会と市の協働で保全に取り組みました。

R02 たろやま会と市の協働で保全に取り組みました。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

④みどりに親しむ活
動の機会

2）栗山みどりの
保全事業を実施す
るために設立し
た、栗山みどりの
保全事業実行委員
会と市で協働し、
たろやまの郷の保
全に取り組みま
す。

栗山のみどりの保全事
業を実施するために設
立した、栗山みどりの
保全事業実行委員会と
市で協働し、たろやま
の郷の保全に取り組み
ます。

都市計画課

みどりを育みます
5 / 5



栗山みどりの保全事業について（H3０年度～）

 
 栗山みどりの保全事業については、みどりの基本計画に基づく事業として平成２４年度にスター 
 
トし、自然とふれあう場として「たろやまの郷」が平成２７年度に全面供用され、現在まで継続し 
 
た維持保全活動が行われています。 
 
 令和２年度、３年度は新型コロナウイルスの影響による活動の制限やイベントの中止など、通常 
 
と異なる活動を余儀なくされましたが、たろやま会の皆様のご尽力により、工夫を凝らして維持保 
 
全に努めました。 

各種イベントを行いました 

新型コロナウイルス感染症の影響により複数のイベン 
トが中止となりましたが、マスクの着用、手指消毒な 

ど感染症対策を講じながら実施しました。 
（参加人数は別紙一覧表のとおり） 

２つの賞を受賞しました 

令和２年度に県が主催するちばコラボ大賞の「千

葉県知事賞」、ちば里山アワードの「里山いい

ね！賞」をそれぞれ受賞しました。 
行政と市民団体が連携して地域の課題解決に取り
組んでいる事例から、他のモデルとなるような優
れた事例を表彰するものです。 
若い人からお年寄りまで幅広い年代が活躍し、イ
ベントに加え日常の維持管理もしっかり取り組ん
でいる点が評価されました。 

コナラが害虫被害に 

令和元年度ごろより、郷内のコナラが「カシノナ

ガキクイムシ」という虫の被害に遭いました。こ

れまでは県南部に多く見られましたが、徐々に広

がりを見せ、各地で確認されています。 
この虫はコナラの内部に入り込んで繁殖し、その
過程で枯らしてしまうことがあります。確実性の
高い駆除方法がなく対応が難しいですが、被害を
抑えるため、トラップの設置やビニール被覆等の
対策を行っています。 

被害状況調査の様子 
（根元に木くずが出ます） 

カシノナガキクイム

シの成虫 
体長は5mm程度 

1618
テキストボックス
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資料№３

H30年度 R元年度 R２年度 R３年度

野外保育体験会
1回目（4月）

-
一般20名
市1名、団体5名

コロナにより中止 -

田植え体験
1回目（5月）

一般61名
市3名、団体8名

一般29名
市5名、団体20名

コロナにより中止
一般32名
市2名

田植え体験
2回目（5月）

-
一般75名
市2名

コロナにより中止
一般33名
市2名

田植え体験
3回目（5月）

- - -
一般17名
市2名

自然観察会
（6月）

一般3名
市2名、団体7名

- - -

ホタル観察会
1回目（7月）

-
一般33名
市2名、団体10名

一般10名
市2名、団体6名

コロナにより中止

ホタル観察会
2回目（7月）

-
一般33名
市2名、団体10名

雨天中止 -

稲刈り体験
1回目（9月）

一般33名
市3名、団体8名

一般30名
市3名、団体10名

一般41名
市2名、団体15名

コロナにより中止

稲刈り体験
2回目（9月）

-
一般23名
市3名、団体10名

一般3名
市1名、団体20名

コロナにより中止

野外保育体験会
2回目（9月）

-
一般8名、
市1名、団体3名

一般32名
コラボ事業で実施
（一般16名）

自然観察会
（10～11月）

- -
一般16名
市2名、団体5名

一般16名
市2名

野外保育体験会
3回目（3月）

- - 一般12名 コラボ事業で実施

一般参加者の合計97名 251名 114名 98名

たろやまの郷　イベント参加者一覧表



番号 団体名 委員氏名 議題 市の考え方 担当課

1 街路樹の樹種について

　街路樹の剪定については樹種や樹勢
を考慮して行っております。また、落ち
葉等の苦情・要望に対応するため、強
剪定を行うことがあります。

土木課

2 公民館の庭木について
樹木の成長促進や病害虫繁殖防止の
ため、定期的に剪定を行っております。

社会教育課

3 四街道総合公園の樹種について
　ユリノキについては落枝が多く見られ
ることから安全管理のため、定期的に
剪定しております。

都市計画課

4 つくし座地域にある公園の樹種について

　樹木の伐採については、危険性があ
る場合を除き行政が主体的に行うこと
はなく、自治会等からの要望に応じて
行っております。

都市計画課

5 放置林の樹木の処分について

　民有地における倒木等の処分につい
て行政が対応することは難しいですが、
他の自治体の対応等を注視してまいり
ます。

産業振興課

6
特定外来植物の周知（特にオオキンケイギ
ク）と、オオキンケイギクの市街地での除去

　他の外来植物と合わせ、市ホーム
ページで周知してまいります。

環境政策課

7 クマガイソウ群落の保全
　行政が民有地において保全を行うこと
は現時点では難しいと考えております。

都市計画課

8 里山を代表する植物の保全
　行政が民有地において保全を行うこと
は現時点では難しいと考えております。

都市計画課

9 市内の散策コースについて

　市内４河川で水質調査を行っており、
BOD75%値は、上流・下流ともに環境基
準に適合しております。
　魚道については現在のところ設置の
予定はございません。

環境政策課
下水道課

10 総合公園・木道周辺の環境保全 都市計画課

11 オオムラサキ（国蝶）生息環境の保全、創生 都市計画課

12 たろやまの郷について 　貴重なご意見として承ります。 都市計画課

13 四街道自然同好会 晝間　初枝 ホタルの保全について

　ホタルについては、自然環境保全対
策事業として自生地を借り上げ、付近
住民と協働で草刈りを行い、保全に努
めています。

環境政策課

14 四街道フォレスト 冨所　憲司
ボランティアの後継者を育成するために行
政と何らかの交流が必要

　今後も森林ボランティア養成講座を行
い、継続した支援を行います。
　たろやまの郷におけるナラ枯れにつ
いては、処理木の処分方法について、
他の事例を参考にしながら対応を検討
してまいります。

都市計画課
産業振興課

15 たかおの杜調整池の保全と周辺の保全

　下水道課では市内１５箇所の調整池
を管理しており、当該調整池についても
予算の範囲内で適正な管理に努めてま
いります。

都市計画課
環境政策課
下水道課

16
たろやまの郷等公共緑地のナラ枯れ被害
の継続的な現状把握と枯死木の処理

　たろやまの郷等のナラ枯れについて
は、処理や処分の方法について他の事
例を参考にしながら対応を検討してま
いります。
　また、国・県の補助金の活用について
検討してまいります。

都市計画課
産業振興課

17 たろやまの郷での保全活動推進のために

　火気の使用は保全活動の一助となる
ことと思いますが、火災が生じた際には
加入している保険の適用対象外となり、
個人が賠償責任を負ってしまうため、許
可することはできません。
　職員の雇用についても多額の予算を
要することから難しいと考えておりま
す。

都市計画課

18 たかおの杜にできた公園の整備
　区画整理組合から移管を受けた後、
公園のあり方や活用方法について検討
してまいります。

都市計画課

四街道水辺の会 任海　正衛

議題（3）　各市民団体からの報告

総合公園の
植生調査の会

高井　昭夫

特定非営利活動法人
四街道メダカの会

芳賀　義弘

四街道里山の会 鶴田　輝之

　長期行動計画の10ページに記載のと
おり、新規に樹木等を植栽することは申
し訳ありませんがお断りしております。

1/1
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議題(3)各市民団体からの報告 NO.1-4                資料№４ 

 1 / 2 

 

四街道市みどりの基本計画推進委員会事前調査票 

２０２１年１２月２１日 

 

推進団体名  総合公園の植生調査の会  委員名  髙井昭夫 

議題     1. 公共公益施設の緑化推進 

       2．都市公園等の整備再整備 

内容 

1. 公共公益施設の緑化推進における問題 

（１）街路樹の樹種について 

・２０２１年１１月３日の朝日新聞の天声人語に、街路樹のことが書いてありました。 

近年、プラタナス（すずかけの木とも言う）の街路樹が減り、昔、国内の街路樹ラン

キングで第３位であったのが、今や第１２位に落ち、東京都内でも３５年前に比べて、

半分になっていると述べられています。これは夏の盛り、プラタナスの街路樹の木陰

にたたずむと暑さが和らぐ利点があるのに、害虫発生や秋に落ち葉が大量に出るとい

う苦情もあって、街路樹として嫌われるようになっているとのことです。 

・海外の主要国では、気候変動に対処するため、街路樹の力を最大限に活用しており、

プラタナスのような暑さに強い木を増やし、枝を存分に伸ばして木陰を広げているよ

うです。ところが日本では、プラタナスの街路樹を探してみると、列をなす若い枝と

いう枝が落されて、電柱と見まがうような痛々しい姿になっているようです。 

・では、四街道市の街路樹はどうかというと、千代田地域のケヤキ並木の道路、旭ヶ丘

地域のイチョウ並木の道路にしても、街路樹が枝を伸ばし、葉を茂らすと、たちまち

無惨に切られてしまい、街路樹の成長を抑えてしまっています。そして、その最たる

ものは、レストランデニーズに面する道路（中央めいわ通り）の街路樹ユリノキの有

様です。幹の天辺から枝に至るまで、徹底的に切られており、正にユリノキが骸骨に

なって電柱のように立っている状態です。これは、ユリノキと言う自然の樹木を徹底

的にこらしめている光景であり、自然をいじめているように見えて仕方ありません。 

・正に、四街道市の街路樹は惨憺たる有様で、四街道市のみどりの推進とは、何なのか

異常であり疑問を呈します。四街道市は、街路樹の樹種選定に当たって、一定した考

え方があるのでしょうか。気候温暖化に対応するにはプラタナスやユリノキのような、

葉を広げて咲く街路樹が適当と思われますが、落ち葉等の問題があるとすれば、苦情

の少ない街路樹に徹底する方策もあると思えます。例えば、全国的には春に白色やピ

ンク色の花を咲かせ、秋には紅葉が美しいハナミズキのような、苦情があまり出ない

樹種に代えて行く動きがあるようです。 

（2）公民館の庭木について 

  千代田公民館の南の庭に、イチョウが６本立っていますが、最近それらが全部、天

辺から枝に至るまで、悉く切られており、正にイチョウの骸骨になっております。
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切った理由は、イチョウの木が部屋を暗くしており、蚊の発生源にもなっているた

めとのことだそうです。 

  折角のイチョウの木の美しさを損なうと共に、樹木を亡くした公民館はみじめに見

えて、景観が良くありません。社会にとって、人の命を守って行くためには、人と

自然の共生が大切と思われます。公民館という公共施設は、機能重視だけの位置づ

けにせず、緑豊かな自然を残せるのであれば、極力残して行く方策もあって良いと

追われます。そのためには、何にか基本的な方針を作って、それに基づき樹木を選

定し植樹すると行った、方向付けが必要に思えます。如何でしょうか。 

   

2. 都市公園等の整備再整備における問題 

 （1）四街道総合公園の樹種について 

総合公園の野球場の周囲に植えられたユリノキは、思い切り天辺が切られ、枝も葉

も茂らないほど剪定されており、中央めいわ通りのユリノキと、全く同じように骸

骨の状態で立っています。何でそのままの状態にしておくのか、不可解です。もし、

樹種の選定がまずかったのであれば、別の樹種に代えて植樹することも考えて良い

のでないかと思われます。 

総合公園は、下総台地特有の里山の景観が残されている自然公園の要素をもった公

園です。その入り口付近が、自然を無視するような対応になっているのは、ちぐは

ぐで理解しにくい光景です。善処してください。 

（２）つくし座地域にある公園の樹種について  

私は、つくし座に在住しておりますが、数年前地区内の公園のプラタナスが、住民

か   

らの苦情があって、伐採しました（ただし一部残っています）。落ち葉が多いためな 

のでしょうが、周辺住民からの苦情に、行政も自治会も弱いのが実情のようです。

団 

地の中の小さな公園は、緑につつまれて憩いの場になっているのですが、その自然

を 

簡単に失うことになります。 

   公園の緑化推進についても、今まで述べてきたことと同様に考えられます。 
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四街道市みどりの基本計画推進委員会事前調査票 

２０２１年１２月２9 日 

推進団体名  総合公園の植生調査の会  委員名  髙井昭夫 

議題     谷津田と一体となった樹林地・農地の保全 

        

内容 

 四街道市の里山〈谷津田と一体になった樹林地等）を見ると、枯れて風で倒れた樹木や

竹、及びその枝類が放置されている、いわゆる放置林が目立ちます。また、たろやまの郷

では、伐採された樹木や剪定した枝が、そのまま森に放置せざるを得ない状況であり、総

合公園も同じようになっているため、実に見苦しい光景です。放置林は、地権者の管理と

なっていることもあって、大半は手が付けられていません。このまま、里山の倒木、伐採

木等の整理を行わないと、里山は荒れ放題になってしまいます。一番手っ取り早いのは、

これらを焼却することですが、場所がない、防災上の事情等から、出来ないというのが市

の姿勢です。 

 しかし、小名木川沿いを歩いていると、農家と思われる人が、森から伐採した樹木や竹

類を軽トラで運んで来て、空き地にうず高く積んで、焼却しているのを良く見ます。その

様子から想像するのですが、焼却場所があれば、焼却する手段もあり得るのでないかと思

うのです。 

 ２０２１年１２月２８日の朝日新聞の千葉県版を見ると、千葉市では焼却処分されてい

る剪定枝や伐採木を「乾燥木質チップ」にして、燃焼効率の高い燃料に再生するための乾

燥施設（生実町に建設）を来年稼働する予定のようです。千葉市は、先進的に剪定枝や伐

採木のリサイクルを図ろうとしています。 

 四街道市においては、里山などから発生する、伐採木、剪定枝等の処分について、場所

の面、防災の面、そして財政の面で、焼却処分は難しいと固定的に考えないで、里山の保

全を積極的に促進するため、思い切った判断をすることが、出来ないでしょうか。千葉市

のようには行かないけれど、少しは前進いたしませんか。 
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推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

内容

つくし座や和良比（御屋敷通）では道路植栽桝や路肩にオオキンケイギクが見られる。除草が行き届いて
いる地域でも、オオキンケイギクが残されて保護されているように見える。
花が美しいことから、特定外来植物であることを知らない方が、保護しているのでは無いかと思われ、外
来植物への周知が必要と思う。
吉岡の並木川では、コウホネ生育地にキショウブ（要注意外来）が多くみられ、今後注意が必要と思う。

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

NPO法人四街道メダカの会 芳賀義弘

議題
特定外来植物の周知（特にオオキンケイギク）と、オオキンケイギクの市街地での
除去

該当する
長期行動計画

P4 ⅰ公共公益施設の緑化推進②道路、学校などの緑化
P3 河川等の保全と活用②河川環境等の保全推進

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。
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推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

NPO法人四街道メダカの会 芳賀義弘

みどりを育みます④１）動植物などの生態把握、保護方策の検討

成山におけるクマガイソウ群落は、その規模は全国でベストテンに入っているが、そのDNAの多様性は、
現在分かっている範囲では全国一である。現在、クマガイソウの研究者、ラン研究の第1人者等が入り調
査は行われ、メダカの会が県環境基金などの支援を受けて保全に努めている、盗掘の危険もあり、公的
な保全等が必要である。それは四街道市の貴重な財産にもなる。群生地は私有地であるが、所有者の
協力は得られる。

議題

該当する
長期行動計画

クマガイソウ群落の保全

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。
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四街道みどりの基本計画推進委員会 事前調査票 

 

推進団体名 里山の会                   委員氏名 鶴田輝之 

 

 

議題   市（行政）と団体の役割について 

 

内容 

添付別紙に示す様々な活動を行い、推進委員会でも逐一報告を行ってきました。 

しかし、残念ながら全てが目標未達のまま経過しています。 

また、計画の基本方針に照らしても、取り返しの出来ない事象も経験しております。 

“基本計画に基づく行動計画案（平成 20）”の“団体が市に協力してほしい内容”でもお願いし

ていますが、必ずしも充分な対応が得られたとは思っていません。 

今後の行政の本気度に期待しております。 
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四街道市みどりの基本計画                     2022.1.6 

推進団体名  里山の会                      鶴田輝之 

 

里山の会（里山部会）は、みどりの基本計画の基本理念「みどりを守る、みどりを創る、

みどりを育む」を念頭に、環境指標種を定めて調査、その動向を見ながら具体的な行動、

提案を行ってきました。 

 

○ 里山を代表する植物の保全 

・ 郷土の森のキンラン、イヌショウマ 

里山景観を代表する植物、その変遷の調査からアズマネザサ除去等の手入れが必要

な事が判りました。なお、農道のイヌショウマは一部地主さんの協力も頂きましたが、

多くが管理者不明で、現在は倒木が農道を塞ぎ、日照も遮られて消滅の危機にありま

す。 

郷土の森は立入り不可ですが、クサナギオゴケ等、他には無い貴重な植物もあり、何

としても保全の必要があると思います。 

 

○ 市内の散策コースについて 

・ 小名木川の親水環境の調査 

多自然型河川としての、野鳥の種類の多様性について 

親水環境の水質について、市集積データを纏めて報告 

・ 小名木川土手・めいわ調整池の外来植物の抜取り除去 

当初は予算が無く放置されていたので、景観保全の為セイタカアワダチソウ、オオオ

ナモミ、アレチウリ等の抜取り除草を行った。ただ、その直後に全草除草が行われる等、

チグハグな対応があり、更にその際にカヤネズミの営巣も無残に破壊されてしまった。 

微力ながら協働のつもりの活動に、そのタイミングについては一言頂きたいものです。 

・ 魚道の設置 

親水環境向上の為、段差のある場所に魚道の提案をしている。なお別途に魚道の話が

あったので、国のモデル案を紹介しているが、その後全く音沙汰が無くなっている。 

・ ヘイケボタルのカウント調査 

旭中下の農道の生息環境の変遷を知る為に、例年、ホタル発光時間のピーク時のカ

ウント調査を行い、将来にわたって比較可能な統計処理を行っている。 

・ トイレの設置 

かつて郷土の森下にはトイレが設置され散策する人に利用されていた。閉鎖処置の

為やむを得なかった面もあるが、野外の散策コース環境にトイレは必要と思われます。 

○ 総合公園・木道周辺の環境保全 

・ ニホンカワトンボの生息調査 
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市内での生息は 2 カ所のみの希少種で、この生息状況を通して木道周辺の環境保全を

考えました。木道脇の細流が限られた生息場所で 4 月から 6 月が飛翔期間、その間に細

流のスゲ等に産卵が行われます。行政にはその間の除草を控えて頂き、代わりに我々が

オオブタクサ等の外来植物の抜取り除草を行い景観保全に努めておりました。 

しかし、度々繁殖期間中に機器を入れた全草除草行われ、致命的な影響を受けました。

原因は他にも多々考えられますが2012年には1匹の確認のみ、絶滅すると思われます。 

また、風倒木の除去が景観に穴を開けているので、後述のオオムラサキの為もあってク

ヌギの補植を提案したところ“植栽はダメ”の文書の通達で一蹴されております。 

○ オオムラサキ（国蝶）生息環境の保全、創生 

総合公園、東駐車場トイレ脇のクヌギ樹液を吸蜜する様子が確認されていました。ただ、

ここ数年樹液の枯渇か目撃情報がありません。公園の目玉として多くの来園者にも観察で

きる様、細流上部の空き地にクヌギ樹林の創出を提案しましたが、前述の文書で一蹴され

ております。 

○ たろやまの郷について 

  みどりの基本計画の成果として、今となっては否定するつもりはありませんが、我々

は事前の調査結果から猛禽類の重要な採餌場所である事を報告し、観察シェルター等、具

体的な提案も行いました。ただ、その調査、提案の痕跡さえ抹消し、あたかも既定路線を

貫かれた事には残念に思っています。 

 



議題(3)各市民団体からの報告　NO.13 資料№４

推進団体名 委員氏名

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

四街道自然同好会 晝間初枝

P2.i　農地の保全と活用①、１）、◎ホタル自生地を継続して借り上げ、保全を行い
ます。
P3,ⅲ河川等の保全と活用①、１）、◎ホタル自生地を継続して借り上げ、保全を行
います。

四街道市の豊かな自然環境のバロメーターとしてのホタルの保全を進める視点から、
具体的には、保全地域の指定、保全のための方策、保全のための生息調査などについて事業化し、
行動計画に盛り込むことを切望します。

本会では、平成6年からホタル自生地の整備及び市内全域のホタルの生息調査を実施してきましたが、
生息場所の減少とともにホタルの出現数は平成19年（2007年）をピークに減少が続いています。
特に住宅地に近い旭が丘は、一時壊滅的な状況になりました。みそら地区では、草刈り等の整備状況が
ホタルの出現の数値の増減に現れています。また公園の街灯を環境（ホタル）に優しいと言われるLEDに
変えたこともホタルに良い結果を与えているようにも思います。
しかしながら、ホタルの保全に直接かかわるボランティアの高齢化が進み、湿地での草刈り、夜の生息調
査ともに継続が厳しい状況です。
四街道の自然の象徴「ホタル」を次世代に残していくためにも、ホタルの保全は必須です。
現状を鑑み、早急にホタルの保全の事業化をお願いします。
市民を巻き込んだ保全活動となれば市民の自然への意識の高揚にもつながります。

議題

該当する
長期行動計画

ホタルの保全について

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



議題(3)各市民団体からの報告 NO.13-2                資料№４ 

四街道のホタルと「みそらホタル愛好会」 

 

四街道市内にはホタルの生息地区が 10 か所近くありますが、最も多く見られ

るのはみそら団地近くの 2 個所です。いずれも長く休耕田になっていて、染み

出し水の有る湿地で、農薬散布を免れています。私達はこの 2 つの「ホタルの

里」保全のため、10 数年前「みそらホタル愛好会」を立ち上げました。 

 

主な活動は  

○春・秋各 2回の草刈り（葦など繁茂に任せると地面が乾燥化する） 

○春の草刈り後、カワニナなど巻貝（ホタル幼虫の餌）散布 

○ホタルカウント（ホタル増減の調査）、これは全市的規模で「四街道自然同好

会」との連携で行っています。 

○ホタル・セミ観察会 ホタルのシーズンに 1 回、ホタルを見たことの無い子

どもをはじめ、参加者にホタルの見事さ、ホタル生息環境の大切さをアピー

ル 

 しています。 

 

「みそらホタル愛好会」の抱える問題 

○市全域にわたるホタル生息数の漸減現象 

○会員（現在約 10 人）ですが、会員数の減少に加え、高齢化により実際に活動

出来る人の減少、新規参入者が居ない。 

 これまで地元自治会は勿論、最寄りの大学等に呼びかけを行って来ましたが、 

 参入者はありません。このままでは近々、グループ消滅の運命にあります。 

貴重なホタル保全活動に公のご理解・御協力をお願い致すものです。 

 

 

 

みそらホタル愛好会代表 青柳象平  〒284-0023 四街道市みそら 3－11－15   

Tel：043-432-9237   Mail:saoyagi3@yahoo.co.jp  

   



議題(3)各市民団体からの報告　NO.14 資料№４

推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

四街道フォレスト 冨所憲司

たろやまの郷整備作業　　毎月の整備作業もメンバーの高齢化に伴い、継続が？

現在、たろやま会の構成団体として、月1回のたろやまの郷整備活動を行っていますが、構成メンバーの
高齢を考えたとき、いつまで活動を続けられるかが気がかりです。現在産業振興課の努力で年に1度「森
林ボランティア養成講座」を実施頂き、受講生の中から1人程度が我々と一緒に活動をしてくれています。
今後も継続して緑を守る活動を続けるためには、参加する森林ボランティア達に、行政のお役に立ってい
るというモチベーションを与えられる仕組み作りが必要になると考えます。
　
カシノナガキクイムシの被害が拡大し、たろやまの郷でも多くのコナラが被害を受けている現状を打開す
るために立ち枯れ木を伐採し、ビニールシートで被う活動をしているが、これについても市有地があれば
埋めるとか焼却するとか、行政全体の横断的な協力なしでは解決できないのではと考えています。

議題

該当する
長期行動計画

ボランティアの後継者を育成するために行政と何らかの交流が必要である

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



議題(3)各市民団体からの報告　NO.15 資料№４

推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

水辺の会 任海正衛

たかおの杜調整池の保全と周辺の保全

たかおの杜調整池が昨年完成した。市民の要望を受けて自然共生型で人が水辺まで入れる親水構造で
す。完成後、研究者を含めた有志(メダカの会の関係者を中心としている）で、保全や偏移の調査を始め
ている。その中で、野鳥は水鳥12種を含め35を記録。水鳥のうち半分は絶滅危惧種である。貴重な水辺
の環境が創出されたことになる。なお、調整池内の法面には特定外来種も見られる、既に問題の多いメ
ダカが放流されている問題も起きている。調整池の周辺には、市管理の残存緑地、大和ハウスが所有す
る残存緑地と造成緑地、斜面林を復元しつつある市管理の造成緑地と民有の造成緑地がある。この広
い自然環境は市にとっての貴重な資源となることは可能だ。調整池を含めたこの地域の保全をどの様に
進めるかを市民参加で行う中で、貴重な自然環境の保全がなされ経済性も追求できると思われる。市民
と都市計画課、下水道課、環境保全課が共同で協議しながら進める体制をつくることが必要だ。

議題

該当する
長期行動計画

みどりを守ります。ⅲ②河川環境等の保全推進

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



議題(3)各市民団体からの報告　NO.16 資料№４

推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

(たろやま会) 任海正衛

P2 ⅰ農地の保全と活用①谷津田と一体になった樹林地・農地の保全
P6 ⅲ都市公園の整備再整備②自然と触れ合う場の創出

たろやまの郷・栗山小鳥の森・総合公園等ではナラ枯れが多数発生しており、来年度も大発生があると
思われ継続的な調査が必要である。歩道沿いのナラ枯れ枯死木は落枝倒木が発生しやすいことから、
早晩伐採が必要になる。枯死木からはカシノナガキクイムシが発生することから、伐採薬剤処理、搬出焼
却処理が望ましい、通常管理費とは別に災害対策的に予算措置をして欲しい。

議題

該当する
長期行動計画

たろやまの郷等公共緑地のナラ枯れ被害の継続的な現状把握と枯死木の処理

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



議題(3)各市民団体からの報告　NO.17 資料№４

推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

たろやま会 任海正衛

みどりを守りますⅰ①谷津田と一体となった樹林地・農地の保全

たろやまの郷は、市・市民団体の協働で建設され、たろやま会が運営している。一定の成果を上げてきて
いるが今後のことを含めて検討する課題もある。その一点は火の使用が出来ないことである。安全上の
問題があるが、農作業等では火の使用は欠かせない。また、参加ボランティアが楽しく作業できるために
も火の使用は欠かせない。たまには交流会も開きたい。当面、場所は谷津田の場所に限り、直火は使わ
ない（卓上コンロやバーナー、コンロやバーベキューセット上での炭火）ことでを条件に認めてはどうだろう
か。二点目は、たろやま会に参加している団体の高齢化がある。パート職員を雇うなどの援助が必要に
思う。高齢化してきた市民団体だけでは管理できなくなっている

議題

該当する
長期行動計画

たろやまの郷での保全活動推進のために

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



議題(3)各市民団体からの報告　NO.18 資料№４

推進団体名 委員氏名

（例）Ｐ5　ⅲ都市公園等の整備再整備　①拠点となる公園などの整備

四街道市みどりの基本計画推進委員会　事前調査票

水辺の会 任海正衛

みどりを創りますⅲ①拠点となる公園などの整備

たかおの杜に新たに公園が3つできた。そのうち1か所は、遊具などの公園であるが、他の2か所は個性
や特徴のある公園にすることが可能だ。特に調整池の横の公園は、周辺の緑地と調和した方で、地元の
協力を得て巣据えることが可能とおもわれる。林政つに予定されている社会福祉法人の建物には公園利
用者も利用できるような外部トイレも作る予定で、民有緑地の周辺には駐車場の土地も提供されることが
出来る。公園は、子どもたちの意見を聞きながら作ることが子どもの権利条約からも大切と思える。市民
と協力してワークショップなどを開き、子どもたちの要望に合った個性や特徴のある公園をつくってほし
い。高木を植え、プレーパークとなるような公園も一案だ。

議題

該当する
長期行動計画

たかおの杜に出来た公園の整備

内容

必要に応じて、位置図や写真を添付してください。



     （３）各市民団体からの報告 

 

 

⓪この間、長期計画との関係することで取組んだ内容 

 

 

① ナラ枯れについて  

 

 

② 総合公園木道周辺環境保全について 

 

 

③ ホタルの保全について 

 

 

④ 貴重種の保全について 

 

 

⑤ たかおの杜周辺の保全について 

 

 

⑥ その他 

・街路樹、公園の樹木の剪定の考え方。  

 

・特定外来種をどうするか。 

 

・市内の散策コースについて   

 

・たろやまの郷の保全活動への援助 

 

・ボランティア育成（ 

 

⑦ 他に、みどりの基本計画に係るご意見は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 



たろやまの郷のナラ枯れ 
たろやま会 太田 祐司 

〇ナラ枯れとは 

                          

                                                  たろやまの郷のナラ枯れ枯死木 

・コナラは林分の 3～5 割が枯死、カシ・シイは枝枯れが多く、枯死は 1～2 割程度 

・被害木の特徴 

胸高直径 30cm 以上の大径木に被害大、尾根上や林縁などの明るい環境で被害大 

           

木屑（フラス）を大量に噴出         幹に開いた穿入孔から木屑を出す 

〇被害状況 

・四街道市 2021 年   太田が確認できた被害地 

① たろやまの郷  枯葉８割以上 52 本、穿入生存木 63 本 計 115 本 

② 栗山小鳥の森  全枯木 19 本、穿入生存木 83 本  計 102 本  

コナラの約 66%に穿入痕 クヌギ・常緑カシにも穿入 

総合公園、南波佐間、鹿渡 等で枯れ木や穿入木を確認 

・ナラ、カシ、シイ類が突然枯れる樹木の伝染病 

夏から秋（紅葉前）に葉が赤茶色に変色 

・病原菌はカビの一種のナラ菌で、カシノナガキク

イムシが樹幹に穿入し運搬する。 

 全長５mm 

カシノナガキクイムシ 



・千葉県では 2017 年鴨川市で初確認、北総では 2019 年千葉市、２020 年四街道市を含む

北総全域に拡大、29 市町村約 37ha 約 9000 ㎥（県森林課より） 

〇たろやまの郷での対策  主として四街道フォレストが施工 

  

 ビニール被覆 

              

〇今後の被害と対策 

・枯死木や穿入生存木からは春以降に多くのカシノナガキクイムシが発生し、周囲のコナ

ラに被害を与える。５年程度は被害が続くといわれている。 

・枯死木は内部にナラ菌が入っているため、腐朽が進みやすく枯死後 1～2 年で小枝が、３

年頃から大枝が落下、５年頃から根返りを起こす可能性があるとされている。 

・歩道沿いでは人身事故を防ぐために、早期の伐採が必要で、被害低減のため伐採丸太の

処置も必要。 

・これ以上の被害拡大は、歩道沿い樹木といえども、ボランティアの手に余る。 

・林業的な発想ではなく、公園安全管理や災害対策の観点から予算措置が必要と思う。 

   参考引用「ナラ枯れ被害対策マニュアル改訂版（H27.3）」森林技術協会 

 

・ビニール被覆によるカシノナガキクイムシ穿入予防 

 コナラ３０本 資材は市が提供 

・樹幹に設置したトラップによるカシナガ捕獲 

 約５０本に設置し、約 7900 頭捕獲 

・歩道沿い枯死木の伐採とカシナガ発生防止 

 約２０本を伐採し、丸太をビニールで包み来春の 

カシナガキクイムシの脱出を防止 

・ナラ枯れ木の調査 

森林内を踏査して、被害木数や胸高直径測定、概要位

置の確認 

樹幹に設置した

トラップ 

枯死木伐採丸太の 

ビニール被覆 



        四街道市ヘイケボタル生息調査 2021 年夏 

 四街道自然同好会では平成６年（1944 年）から四街道市全域のヘイケボタルの生息調査を実施 

してきました。今年はコロナ禍の中、観察会もほとんど中止となりましたが、感染防止に留意しな

がら例年同様市内８か所で延 14 回の調査を実施しました。その結果、嬉しいことに発生数は 777

匹と昨年（495 匹）を大幅に上回りました。 

   年 H19 H28 H29 H30 R1 R2 R3 令和 3 年の調査員 最多日 

Ａ 

物井  

191 80 45 25 35 27 39 石橋、白鳥、武田、山本、

櫻井 5 名 

8/4 

 

Ｂ 

ムクロジ 

160 128 33 33 45 27   36 尾澤、小沢、永野、横山、 

渡辺幸 5 名 

8/6 

 

Ｃ たろ

やま （ ）

旧郷土森 

― 206 

(47) 

178 

(32) 

107 

(19) 

141 

(88) 

134 

(80) 

  240 

（100) 

大谷、荘子、吉岡、保田、

かなめ、りんか、ゆう、孝太

郎、林、和田、辻夫妻、坂口

13 名 

7/26 

Ｄ 

旭ヶ丘 

148 61 

 

44 45 10 10    37 水野、三原、渡辺愛、北

村 

4 名 

8/3 

Ｅ 

みそら南 

342 213 150 139 148 98   176 森、青柳、末永、窪 4

名 

8/3 

Ｆ 

旭中北 

472 288 151 178 258 192   187 松川、北村、三原、豊島、

小澤、渡辺愛 6 名 

8/6 

Ｇ 総合

公園裏 

― 25 12 8 5 5     6 任海 7/29 

Ｈ 成山 437 8 1 21 39 2    56 任海 7/30 

Ｉ 吉岡 194 133 15 ― ― ―  ― 調査せず ― 

合計 1944 1142 629 556 681 495  777 調査員計(38 名)（昨年 43 名） 

 

【注】①Ｃたろやまの数値には旧郷土の森林縁の数値を含んでいます。Ｃたろやまの郷のみの数値

は H28 年 159 匹、H29 年 146 匹、H30 年 88 匹、R1 年 53 匹、R2 年 54 匹、R3 年 140 匹でした。 

②H15 年以来で上記記載年以外の数値は次の通りです。 

H15 年 879 匹 H16 年 1,260 匹、H17 年 754 匹、H18 年 930 匹、H20 年 1,908 匹,H21 年 929 匹、 

H22 年 1,191 匹、H23 年 634 匹、H24 年 969 匹、H25 年 636 匹、H26 年 650 匹、H27 年 820 匹でした。 

③数値は各調査回ごとの単純平均で一番多かった回の数値（四捨五入）を採用しています。 

◎今年の調査の特徴 

 今年の発生数は 777 匹と昨年の 495 匹を大幅に上回りました。昨年、草刈が行われなかったＥ地

区のみそら南では、草刈した影響でか、かなり復活しました。背丈の高い雑草が多いと地表近くの

ホタルのカウントにはかなり影響します。また、降雨量も多かった事、昨年公園の街灯をホタルに

優しい LED に改造した事等が考えられます。1つの成功例として是非水平展開していただきたいと

思っています。一方、旭中から総合公園へ向かう休耕田、一昨年は大発生しましたが昨年から休耕

田となり激減（本年は 13 匹）しています。田んぼに水の無いドライ化が影響しているのかと思っ



ています。どなたか無農薬で田んぼの復活に取り組んでいただけませんかね～（森） 

 

千葉生物誌より 

クマガイソウ Cypripedium japonicum Thunb. の保全(一部引用) 

 

任海正衛1）・林 紀男 2） 

調査方法 

 筆者は，1970年代から本報のクマガイソウ生育地の調査を続け，1990年から小群落の数，茎の数，花の数

を記録した．2010年頃よりクマガイソウの研究を手がける福島大学の山下由美氏に調査の指導・協力を仰ぎ，

調査地での試料を提供することで葉緑体DNAにおける遺伝的多様性に関する検証につなげた．また，クマガ

イソウ自生地の貴重性を鑑み，千葉県立中央博物館とも連携して継続調査を行った． 

 

調査結果 

 調査対象とした生育地は，2018年時点で67の小群落

から形成されていた．茎の数は687本，開花数は179本，

種子は数本の花に形成されることが確認された．1990

年から2018年までの小群落数・茎の数・開花数の推移

は図2に示すとおりである．山下ほか（2017)は，全国

各地のクマガイソウ調査地においてクマガイソウの遺

伝的多様性を検証した．本調査地における同調査では，

小群落約60の内，24の小群落を対象に遺伝子解析によ

る遺伝的多様性の検証・評価を実施した 

表１に示すとおり，本調査地からの試料24

検体は，いずれも異なる栄養繁殖集合体

（ジェネット）であることが報告（山下ほ

か 2017）されている． 

山下ほか（2017)の調査結果は，本調査地

のクマガイソウ群落では遺伝的多様性が

確保されていることを示唆するものであ

る．一方で，山下ほか（2017)は，クマガ

イソウ集団における遺伝的多様性は，集団

の減少によって失われたのではなく，もともと低かった可能性を示唆している．そうした視点では本調査地



の遺伝的多様性の高さは，クマガイソウ生育地としての重要性を高めていると考えられる． 

 

 
 

  野鳥種名と数 野鳥の数    

千葉RD   総数 ♂   コゲラ 1 

  アオジ 1     コジュケイ 2 

  ウグイス 1     シギ sp. 1 

C オオバン 4     セグロセキレイ 1 

C オカヨシガモ 27     ハクセキレイ 2 

  オナガガモ 1     ハシビロガモ 3 

C カイツブリ 4     ハシブトカラス 2 

  カルガモ 3   B バン 1 

C カワセミ 1     ベニマシコ 1 

  カワラヒワ 15   C ホオジロ 3 

  コガモ 4     モズ 1 

調査、和田氏 

 

 



具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

原則として毎月１回生き物調査実施 自然同好会

原則として毎月１回生き物調査実施 植生調査の会

生きもの調査報告書を作成 たろやま会

随時、野鳥の調査、定点カメラによる調査 メダカの会

年2回、旭ヶ丘ホタルの里の手入れ 自然同好会

年２回、旭ヶ丘ホタルの里の手入れ (旭ヶ丘自治会）

年2回、旭中下、みそら4丁目南のほたる生息地の手入れ （みそらホタル愛好会）

随時、たろやまの郷ホタル自生地の手入れ メダカの会

イヌショウマ等、地主の協力を得て保全 里山の会

登録団体として里山の手入れを行う フォレスト

田んぼ耕作により、水辺環境の保全
田んぼの会、ホタル田んぼ
の会

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版

施策の内容

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

たろやまの郷において
動植物調査を行い、生
物多様性に配慮した保
全を行います。

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

ホタル自生地を継続し
て借り上げ、保全を行
います。

基本方針：みどりを守ります

農業振興区域の整備に
関する法律により、農
地指定を継続します。

1）谷津田の有効
な保全及び生物生
育環境策の検討

2）隣接市と調
整・連携した保全
方策の検討

既存の保全地を生かし
た隣接市との保全方策
を検討し、協働を行い
ます。

1）谷津田の有効
な保全及び生物生
育環境策の検討

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体と
なった樹林地・農地
の保全

4）市街化調整区
域に残るまとまっ
た農地の保全の検
討

3）千葉県里山条
例に登録している
団体の仲立ち方法
の検討

現在適用を受けている
団体及び新規に受ける
団体の仲立ちを行いま
す。

ⅰ農地の保全と活用

①谷津田と一体となっ
た樹林地・農地の保全

みどりを守ります
1 / 2 ページ



具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版

施策の内容

基本方針：みどりを守ります

遊休農地を農家の理解の上、市民農園として利用 (各農家）

ナラ枯れを調査、除去等を行う たろやま会・フォレスト

たろやまの郷の谷津を保全。メダカ池、湿地帯、水田、水路
として再生・保全をしている。

メダカの会

市内の ホタル生息調査:27年間、現在8か所　調査員：延べ
86名。

自然同好会

総合運動公園の木道沿いの水路でのカワトンボの調査と再生
検討

里山の会

小名木川・めいわ調整池での外来植物等の抜き取り除去 里山の会

毎年、市内6か所の河川の生きもの調査を行う メダカの会

昨年完成した「たかおの杜調整池」の調査実施(月3回）と、
保全の検討

メダカの会

1）河川や調整池
の良好な水辺環境
の維持・保全及び
維持・保全策の検
討

河川水質調査及び自然
環境調査を行います。

1）継続していく
ための保全策の検
討

ⅲ河川等の保全と活用

③自然環境と調和した
河川整備

1）良好な河川景
観の形成方法の検
討

適宜草刈りを実施し、
河川及び調整池の保全
に努めます。

ⅲ河川等の保全と活
用

②河川環境等の保全
推進

ⅱ社寺等の貴重なみ
どりの保全

①保存樹林、保存樹
木の保全

1）良好な樹林地
や屋敷林等、巨
木、古木等で樹形
の優れた樹木の保
全

保存樹林、保存樹木の
指定を継続し、保全を
行います。

ⅰ農地の保全と活用

②生産緑地地区の保
全

都市内緑地として多機
能な緑となっているた
め、今後も継続した保
全に努める。

1）拡充の検討
市民農園の利用率を向
上するための啓発活動
を行います。

ⅰ農地の保全と活用

③市民農園の拡充

ⅲ河川等の保全と活
用

①生態系に配慮した
水辺の保全と活用

1）潤いをもたら
す水辺空間の再生
方法の検討

たろやまの郷において
動植物調査を行い、生
物多様性に配慮した保
全を行います。
ホタル自生地を継続し
て借り上げ、保全を行
います。

みどりを守ります
2 / 2 ページ



具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

道路わきの花壇、公園などへの植栽 （多くの自治会で実施）

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

①公共公益施設の緑
化

1）草花植栽、屋
上緑化、壁面緑化
等の敷地内緑化の
取組み

花壇やプランターを利
用し、草花植栽を実施
します。
夏季において、緑の
カーテンを行います。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

4）ランドマーク
となる緑の選定と
景観向上の取り組
み

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

1）目的や地域性
を考慮した街路樹
の樹種の選定
2）主要幹線道路
などでは緑量感の
ある植栽を検討し
ます。

管理及び病害虫に配慮
した樹木を選定しま
す。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

3）松並木通りの
マツなどの保全

松並木通りの植樹帯に
ついて千葉県と協定を
結び、花壇植栽を年2回
実施します。

四街道地名発祥地の十
字路の保存樹木、千代
田の主要地方道千葉臼
井印西線の街路樹など
のランドマークとなる
緑としての保全方策を
検討します。

みどりを創ります
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具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

(各自治会が参加）

カタクリの保全

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

5）都市計画道路
の街路樹の景観形
成及び沿道環境の
向上方策の検討

ごみゼロ運動時、市民
と連携しながら清掃活
動を行っていきます。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

②道路、学校などの
緑化

6）小中学校等に
難燃性の高い高木
の緑化推進

ほとんどの学校の周辺
には、既に樹木があ
り、今後は、既存の樹
木を適切に管理してい
きます。

ⅰ公共公益施設の緑
化推進

③駅前広場などの緑
化

1）草花植栽
駅前広場内の花壇植栽
を年2回実施します。

ⅱ民有地の緑化

①住宅地の緑化

１）地区計画制度
等の活用

地区計画や緑化協定の
継続により住宅地の緑
化推進を行っていきま
す。

ⅲ都市公園等の整備
再整備

①拠点となる公園な
どの整備

1）街区公園、都
市緑地の整備

新規の公園整備につい
て検討し、整備にあ
たっては個性や特色の
ある公園づくりに努め
ます。
四街道総合公園におい
て、カタクリ等の草花
の保全に努めます。

みどりを創ります
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具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを創ります

施策の内容

たかおの杜第1児童公園、第2児童公園、第3児童公園を建設
中

（成台中区画整理組合)

プレーパークどんぐりの森の維持管理
（プレーパークどんぐりの
森）

やまなし月見の里をつくる
（やまなし月見の里 あ・
つ・まる場づくりプロジェク
ト）

成台中区画整理地内にホタル生息を目指す湿地をつくる （成台中区画整理組合)

たかおの杜での調整池、斜面林、残存緑地とメダカ田んぼ、
企業所有の残存緑地、クマガイソウ群落のある竹林等を一体
として保全するよう検討

水辺の会
ⅳみどりのネット
ワーク形成

①水とみどりの軸の
整備

1）ネットワーク
化の整備

緑の拠点をつなぐ遊歩
道・サイクリングロー
ドの整備を検討しま
す。

ⅳみどりのネット
ワーク形成

②みどりの道路軸の
整備

1）植樹帯や植樹
枡の設置等による
歩道部の緑化推進
2）街路樹の選定
方法、管理方法
3）環境に配慮し
た舗装の推進

歩道部の既存植樹帯や
植樹枡の維持管理を行
います。
街路樹管理は、区・自
治会の要望を考慮し剪
定します。
歩道の透水性舗装の推
進に努めます

ⅲ都市公園等の整備
再整備

②自然と触れ合う場
の創出

1）美しが丘など
の調整池の保全・
緑化方策

定期的に草刈りを実施
し、河川及び調整池の
保全に努めます。

ⅲ都市公園等の整備
再整備

①拠点となる公園な
どの整備

2）既存公園や児
童遊園の維持管理
方法の検討

樹木の剪定や伐採につ
いて、地元自治会と調
整を行い、維持管理に
努めます。

みどりを創ります
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具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

市民参加の稲作の実施（田植え、稲刈り）
たろやま会・メダカの会・
田んぼの会

市民参加の稲作の実施（田植え、稲刈り）
（さとのたね・田ンチャ
レ）

たろやまの郷・自然観察会の実施 たろやま会・自然同好会

年1回程度、講演会の開催 メダカの会

自然観察の学校等支援、６小学校と2保育園 自然同好会

小学校稲作支援 （食とみどりの会）

南波佐間に雑木林を復元、小学校の学習や子どもたちの団体
に開放

フォレスト

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

①みどりの意識向上
と普及活動

1）市民参加型の
みどりに関する講
座などのイベント
の開催

都市緑化月間に合わ
せ、市民活動団体と協
働してイベントを開催
します。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

②みどりに関する総
合学習の推進

1）学校や地域が
連携した自然環境
教育の検討

小中学校において地域
や市民活動団体と協働
し、自然環境教育を実
施します。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

③環境学習施設

1）環境観察モデ
ル地区の指定

里山などの自然環境の
場を観察できる環境観
察モデル地区の指定を
検討します。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

④自然環境調査の実
施

1）動植物などの
生態把握、保護方
策の検討

自然環境調査を実施
し、市内の動植物の生
態把握を行います。

みどりを育みます
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具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

公園の樹木名札取付・メンテナンス　48か所 自然同好会

ナラ枯れのコナラから炭作り フォレスト

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

⑤市民参加による公
園づくり

1）市民参加の実
施方策の検討

地元自治会と連携し、
個性ある公園づくりを
行います。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

2）企業、団体、
学校などに対する
みどりの保全活動
等への参加要請方
法の検討

みどりに関する活動団
体と連携し、児童生徒
のみどりの保全活動の
推進を図ります。

ⅰみどりの意識向上
と普及活動

⑥みどりのリサイク
ルの推進

1）剪定枝、落葉
や丸太等の活用

公園等で発生した落ち
葉や刈り草は、腐葉土
として再利用します。
また、希望者へ配布を
行います。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

①花と緑の基金の活
用

1）効果的な活用
方法の検討

栗山みどりの保全事
業、市民の森維持管理
等の緑化推進事業に活
用し、効果的な活用を
行います。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

1）支援体制の仕
組みづくりの検討

みんなで地域づくりセ
ンターを活用し活動団
体の支援方法を検討し
ます。

みどりを育みます
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具体的施策 関連施策の市民団体の取り組み 実施した市民団体等

みどりの基本計画長期行動計画　進捗状況調査結果表（H29～R2年度）　市民団体版
　　基本方針：みどりを育みます

施策の内容

ホームページ・Facebook、隔月のめだか新聞で情報発信 メダカの会

ホームページで情報発信 自然同好会

Facebookで情報発信 フォレスト

Facebookで情報発信 （さとたね）

森林ボランティア講座への協力 フォレスト

総合公園での自然観察会の開催 植生調査の会

たろやまの郷の保全に取り組む

たろやま会、フォレスト、
メダカの会、自然同好会、
植生調査の会、さとたね、
子どもネットⅱ緑化に関する市民

活動との連携

④みどりに親しむ活
動の機会

2）栗山みどりの
保全事業を実施す
るために設立し
た、栗山みどりの
保全事業実行委員
会と市で協働し、
たろやまの郷の保
全に取り組みま
す。

栗山のみどりの保全事
業を実施するために設
立した、栗山みどりの
保全事業実行委員会と
市で協働し、たろやま
の郷の保全に取り組み
ます。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

②みどりに関する活
動団体などの支援体
制の検討

3）市民と行政に
よるアダプトプロ
グラムの実施の検
討

松並木通りについて、
千葉県、四街道市、民
間企業の3者でアダプト
プログラムによる清掃
を行います。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

③みどりに関する情
報提供の検討

1）みどりの基本
計画及び行動計画
の周知

ホームページ等を活用
し、みどりの基本計画
及び行動計画を周知し
ます。また、緑化に関
するイベントを開催し
周知を図ります。

ⅱ緑化に関する市民
活動との連携

④みどりに親しむ活
動の機会

1）講座の開催
たろやまの郷におい
て、稲作体験や自然観
察会を行います。

みどりを育みます
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